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～互いの人権を尊重し、支え合いながら人にやさしいまちの実現をめざして～
（「高森町人権教育・啓発第２次基本計画」から）

【様々な人権問題の解決に向けて】

　同和問題をはじめ、人権の重要課題についての人権教育や人権啓発
を総合的かつ効果的により一層推進していくために策定しました「高
森町人権教育・啓発第２次基本計画」。（令和２年３月）本計画には、
これまで本誌にてお知らせしてきました人権問題の他、「難病等をめ
ぐる人権」をはじめ、解決しなければならない「様々な人権問題」に
ついて記し、それらの解決に向けた方向性を示しています。しかし、
現在もなお、様々な人権問題が発生しています。

　人権問題が生じる背景として、
私たちの中にある同質性や均一
性などを重視していることや、非
合理的な因習意識があげられま
す。また、この１年の新型コロナ
ウイルス感染者やその家族、医療

従事者等に対しての誹謗中傷や差別事案に見られるように、社会情勢
の急激な変化も要因の一つになっています。
　人権課題の解決にあたっては、「当事者の立場に立った支援」が大
切です。差別は、あくまで差別する側の問題であり、差別される側の
問題ではありません。人権が当たり前に尊重される社会の実現には、
まず一人ひとりがお互いを認め合い、人権について正しく理解し行動
することが何よりも大切です。今後も「高森町人権教育・啓発第２次
基本計画」に沿い、町人権同和教育推進協議会を軸に、関係機関や関
係団体と連携し、教育や啓発に積極的に取り組んで参ります。町民の
皆さんのご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

問	高森町教育委員会　社会教育係　☎６２－０２２７

健　康

令和 3 年度　定期予防接種のご案内
問	住民福祉課　福祉係　☎６２－２９１１（直通）

問	熊本東年金事務所　☎０９６－３６７－２５０３

年　金　日本にお住いの20歳
以上の方は国民年金に加入し保険料
を納付する必要があります。
　初めて年金制度に加入する20歳到
達者に対して国民年金制度を理解し
ていただくために国民年金の大切さ
やメリット、保険料の納付方法や免
除の手続きなどをわかりやすく表現
した動画を日本年金機構のホームペ

ージに掲載しております。
　ぜひご覧ください。

　ご不明な点がございましたら下記までお問い合わせください。

日本年金機構から
国民年金の加入と保険料のご案内

（URL）
https://www.nenkin.go.jp/
tokusetsu/20kanyu.html

「高森町部落差別等撤廃・人権擁護に関する条例」を
一部改正しました

　近年、SNSなどでの匿名による言われなき誹謗中傷や人権侵害、差別的書
き込みが全国各地で報告されています。また、部落差別をはじめ、女性や子
ども、高齢者への虐待やいじめ、外国人、障がい者やＬＧＢＴＱなどの性的
マイノリティーの皆さんに対する不当な差別や偏見は根強く残っています。
　そのような状況を受け、平成28年に「障害者差別解消法」、「ヘイトスピー
チ解消法」、「部落差別解消推進法」のいわゆる「差別解消三法」が施行され、
町でも、部落差別をはじめあらゆる差別の解消を推進するため「高森町部落
差別等撤廃・人権擁護に関する条例」を令和３年３月に一部改正しました。
主な改正内容は次のとおりです。
●目的に、「人権教育及び人権啓発の推進に関する法律」や差別解消三法の

法律名を追加。
●相談体制の整備について、国及び県との適切な役割分担を踏まえ、あらゆ

る差別に関する相談に的確に応じるための整備に努める。
　これからも、誰もが人権を尊重される、差別のない明るい開かれた高森町
を目指して、人権啓発を町民の皆さんと一緒に進めていきます。

問	住民福祉課　人権同和啓発係	 ☎０９６７－６２－２９１１ 
教育委員会　社会教育係	 ☎０９６７－６２－０２２７

QRコード

分　類 種　類 対象者 接種期間

⼦ども

２種混合 ⼩学６年⽣
（平成21年4⽉2⽇⽣〜平成22年4⽉1⽇⽣）

　令和3年4⽉  1⽇
〜令和4年3⽉31⽇

⿇疹⾵しん２期 就学前１年（年⻑児）
（平成27年4⽉2⽇⽣〜平成28年4⽉1⽇⽣）

⽇本脳炎1期 １期の２回接種未完了者
（平成30年4⽉2⽇⽣〜平成31年4⽉1⽇⽣）

⽇本脳炎2期 平成15年4⽉2⽇⽣〜平成16年4⽉1⽇⽣

成⼈男性 ⾵しん第5期 昭和37年4⽉2⽇⽣〜昭和41年4⽉1⽇⽣まれの男性

⾼齢者 成⼈肺炎球菌
令和３年度に

65歳、70歳、75歳、80歳、85歳、90歳、95歳、100歳以上になる⽅で
過去に⼀度も町の助成を受けたことがない者

※対象者へは４⽉上旬に個別通知にてご案内差し上げます。受け⽅等詳しい説明は通知をご確認ください。
※必要な時期に確実に受けることで免疫を獲得することができます。接種者の発症予防や重症化予防、感染症の流⾏を抑えることができます。

令和３年４月５日発行 740号 （6）


